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1. はじめに 

カウンセリングが効果をあげるには、カウンセ

ラーが相談者に安心感を与え、相談者の信頼を得

ることが重要である[1][2]。しかし遠隔カウンセリ

ングでは、一般にテレビ電話を使用しているため、

表情や言葉だけでのカウンセリングとなり、スペ

ーシングやスキンシップを用いて相談者の安心感

を得ることは出来ない。 
本報告では、ハイパーミラーと振動子により、

スキンシップと類似した効果を与える遠隔抱擁シ

ステムについて述べる。 

2. 遠隔抱擁システムの概要 

 遠隔抱擁システムは、相手の映像に自己像を重

畳表示するハイパーミラーシステム[3] （図１）

と、カウンセラー用の青い人形と、相談者用の振

動子の付いた上着で構成される。 
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図１、ハイパーミラーを用いた遠隔抱擁システム 
 

なおハイパーミラーとは、全員が同じ場所に一

緒に居るような合成映像を使って対話する遠隔対

話方式の名称である。映像合成技術にはいろいろ

な手法があるが、遠隔抱擁システムでは、システ

ムの安定性などを考慮し、クロマキー合成を利用

した。そのため、カウンセリング側を青背景とし、

相談者の前面に表示されるように設定した。 

2.1 スペーシングと抱擁 
カウンセリングにハイパーミラーを用いること

により遠隔であってもスペーシングが可能になる。

さらに、画面の上でカウンセラーが相談者の肩を

たたくスキンシップも可能になる[4]。しかし、ク

ロマキー合成の制約から、カウンセラーの映像が

常に相談者の上に重畳表示されるため、相談者の

後ろに手を回して抱きしめるような映像にするこ

とはできない。 
そこで、カウンセラーに青い人形を抱きしめさ

せ、その青い人形の位置に相談者の映像を重ねる

ことで、遠隔であっても抱きしめることを可能に

した（図２）。 

  

 
図２、ハイパーミラーでの抱擁の様子 
 
2.2 抱き枕と足元モニタ 
抱擁システムによって安心感を与えるには、第

三者が見たときハイパーミラー画面上で抱擁され

ているような映像が得られるだけでは不充分であ

る。相談者が心身共にリラックスして、安心感が

得られる必要がある。無理な姿勢ではカウンセリ

ングは成立しない。 
図２写真の相談者役は、画面の上では確かに抱

擁されているが、前かがみになり、画面を見るた

めに横を向いている必要があった（図２右上）。し
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ばらくすると首、腰が痛くなり、「抱かれているの

だが安心できない」という感想を述べた。 
そこで、相談者に抱き枕を抱かせ、それに身を

ゆだねさせ、相談者が脱力した状態で視界に入る

足元の位置にモニタの設置を追加した（図３）。 

  
図３、実証実験の様子。 

抱き枕と足元のモニタを追加してある。 
 

2.3 触覚刺激 
カウンセリングのステージによっては、相談者

は目を閉じて、イメージを膨らませる事がある[1]。
しかし目を閉じた瞬間、相談者は現実世界に引き

戻され、抱擁されている安心感が消失してしまう

可能性がある。そこで、抱擁と同時に相談者に触

覚刺激を与えることで安心感を保持することを試

み成功した（図４）。 
 
 
 
 
 
 
 

図４、使用した振動子 
 
実際の抱擁と、全く同じ触覚刺激を遠隔で与え

られるなら問題は無いのであろうが、今回使用し

た触覚刺激は小型の偏芯モータによる震動であり、

抱擁とは全く異なる刺激である。しかし、相談者

は以下に述べるような「パブロフの犬の条件反射」

と同様な認知プロセスを経て、震動刺激から抱擁

を想起し、その結果、安心感を得ていたと考えら

れる[5]。 

仮説：相談者は画面を見て、自分が抱擁されて

いると感じる。そのとき、震動刺激がある。震動

刺激と画面上での抱擁に因果関係を見出す。目を

閉じたとき、震動刺激を受けることで、画面上で

の抱擁を想起する。何回か刺激を繰り返し受ける

ことで振動からの想起が強まる。 

3. 遠隔カウンセリングの手順 

 相談者は普通の部屋に、カウンセラーは青背景

の部屋に入る。それぞれの部屋の前面にスクリー

ンが設置してあり、それを見ながらカウンセリン

グを行う。カウンセラーは相談者が安心して話が

できるように細心の注意を払いながら、画面上で

適切な距離をとって相談にのる（図３）。 
抱擁が必要と判断された場合、相談者に振動子

の付いた上着を着るように指示する。カウンセラ

ーは、青い人形を抱き、画面上で相談者を抱きか

かえた映像になる位置に移動する。そして、振動

子とピンマイクを用いて、聴覚、触覚、視覚へ働

きかけながら「SAT 魔法の言葉法」により介入し

[1]、相談者のイメージ変換を支援する。 

4. 終わりに 

本報告では、ハイパーミラーを用いた遠隔抱擁

システムを提案した。カウンセリングの実証実験

は、同じ場所にある２部屋で行った。今後、ハー

ドウエアを追加し、ネットワークを介して遠隔で

の実証実験を行うこと、実験を通して本方式の有

用性を検証してゆきたい。 
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